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1．組織の概要

【 事業所名 】 有限会社  横山建設

【 代表者氏名 】 代表取締役　横山 公人

【 所 在 地 】 〒784-0051　高知県 安芸市 井ノ口甲2549番地

（本社、倉庫とも同一敷地内）

【 環境管理責任者 】 横山 公人

【 連絡先担当者 】 横山 公人

【 連 絡 先 】 TEL 0887-34-2977

FAX 0887-35-5595

E-mail yoko-ken0080@m5.dion.ne.jp

【 事業活動の内容 】 主に県・市が発注する公共土木工事

【 建設業許可 】 許可番号 高知県知事 許可（ 特‐2）第878号

許可年月日 2020年 12月 9日

建設業の種類 土木工事業、とび・土工工事業

【 事業規模 】 設立年月日 ： 1955年 6月 28日

資　本　金 ： 2000万円

単位 2018.12 2019.12 2020.12 2021.12 2022.12

売 上 高 百万円 215 232 397 274 387

従業員数 人 15 17 17 16 16

事務所床面積 ㎡ 74.59 74.59 74.59 74.59 74.59

倉庫床面積 ㎡ 385.79 385.79 385.79 385.79 385.79

総床面積 ㎡ 460.38 460.38 460.38 460.38 460.38

　※建物のみ会社所有、敷地は個人所有。

   ※決算期：1月1日～12月31日
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2．対象範囲（認証･登録範囲）、レポートの対象期間及び発行日

【 対象範囲（認証・登録範囲） 】

有限会社  横山建設

  〒784-0051 高知県安芸市井ノ口甲2549番地

  全事業

【 レポートの対象期間 】

2022年 1月 ～ 2022年 12月

【 環境活動レポートの発行日 】

2023年  5月  1日

環境経営にとってリスクが急激に上昇している。

【 作成責任者 】

環境管理責任者 　横山 公人

【 次回環境経営レポートの発行日 】

2024年 5月頃 予定

本社 / 倉庫  ：

対 象 事 業  ：
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3．環境経営方針

     〖基本理念〗

環境経営システムの継続的な改善を行うことにより安定的な経営基盤を構築し

日々の事業活動を通して地域社会への貢献及び環境負荷の低減を推進します。

岩崎弥太郎発祥の地『安芸』が元気で環境豊かな街となるよう、志しを高く持

ちまい進します。

     〖基本方針〗

1． 電気・化石燃料の消費削減により、二酸化炭素の排出量の削減に努めます。

2． 建設資材の省資源化、廃棄物の減量・再使用・再生利用（3R）の推進により

コスト削減と環境への負荷低減の両立を図ります。

3． 水資源の節水に努めます。

4． 環境負荷の少ない工事、資材の使用を行います。

5． 経営基盤の安定化に欠かせない人材の育成・確保、利益の確保を図ります。

6． 環境関連法規則等を遵守します。

7． 環境経営方針を周知徹底し、全社一丸となって事業活動に取り組みます。

8． 環境経営レポート等、環境情報について外部公表します。

9． ロードボランティア活動や清掃活動への参加など、地域の環境美化に努めます。

10．インターシップ等の受け入れを通して、将来を担う次世代が地場産業に興味を

持ち、地域を支える人材に育つきっかけ作りをします。

11. 地域の宝、将来を担う子どもたちの健全育成活動に協力します。

2023年  4月  1日

有限会社  横山建設

 代表取締役  横山 公人
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4．環境経営管理組織体制

作 成 日

作 成 者

代表者（社長） ･環境経営に関する統括責任。

･環境経営システムの実施に必要な、人、設備、費用、時間、技能、

 技術者を準備。

･環境管理責任者を任命。

･環境経営方針の策定・見直し及び全従業員へ周知。

･環境経営目標・環境経営計画・環境経営管理組織体制を承認。

･代表者による全体の評価と見直しを実施。

･環境経営レポートの承認。

環境管理責任者 ･環境経営システムの構築、実施、管理。

･環境関連法規等の取りまとめ表を承認。

･環境経営目標・環境経営計画を確認。

･環境経営計画の取組結果を代表者へ報告。

･環境経営レポートの承認。

環境事務局 ･環境管理責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局。

･環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己ﾁｪｯｸの実施。

･環境経営目標・環境経営計画・環境経営管理組織体制を確認。

･環境経営計画の実績集計。

･環境関連法規等の取りまとめ表の作成。

･環境関連法規等の取りまとめ表に基づく遵守評価の実施。

･環境経営活動の外部コミュニケーションの窓口。

･環境経営レポートの作成。

部門長 ･自部門における環境経営システムの実施。

･自部門における環境経営方針の周知。

･自部門の従業員に対する教育訓練の実施。

･自部門に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告。

･特定された項目の手順書作成及び運用管理。

･自部門の特定された緊急事態への対応のための手順書作成。

･テスト、訓練を実施、記録の作成。

･自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施。

全従業員 ･環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚。

･決められたことを守り、自主的・積極的に環境経営活動へ参加。

：　2023. 1. 10

：　横山 公人

〖 総 務 部 〗
横山 有理

〖EA21推進委員会〗

〖 環境事務局 〗
横山 有理

環境経営システム　役割・責任・権限表

環境経営システム組織図
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役割・責任・権限

〖  代 表 者  〗
社長　横山 公人

〖環境管理責任者〗
横山 公人

〖 営業担当 〗
横山 公人

〖 工 事 部 〗
横山 正人



5．環境経営目標（2022年度）

（１）上半期目標

基準年

2017～2021平均

6,808 6,603 (-3%)

43,622 41,441 (-5%)

631 612 (-3%)

8,779 8,164 (-7%)

134,565 127,836 (-5%)

―

―

294 285 (-3%)

377 365 (-3%)

97.4 100.0 (100%)

1.8 1.7 (-3%)

5 5 (100%)

100
（6件/6件）

（２）単年度目標

基準年

2017～2021平均

15,190 14,431 (-5%)

88,171 83,762 (-5%)

847 821 (-3%)

18,261 17,713 (-3%)

274,053 263,091 (-4%)

1,164 1,129 (-3%)

48,208 46,761 (-3%)

614 541 (-3%)

861 835 (-3%)

99 100.0 (100%)

6 5 (-20%)

10 10 (100%)

100
（12件/12件）

※

※

※

環境負荷の少ない工事 ％ 100 (100%)
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購入電力のCO₂排出係数は令和2年1月7日公表の四国電力の調整後排出係数0.528㎏-CO2/kＷh を使用。

環境負荷の少ない工事とは、低騒音・排ガス対策型重機の使用、型枠・工事看板への間伐材の使用、
濁水防止対策等を実施した工事。

 産業廃棄物排出量 ｔ

 産業廃棄物再資源化率 ％

 一般廃棄物排出量 kg

 環境美化活動 件

基準値は、基準年の平均値。

項　　　　　　目 単　位
目標(対基準年)

2022.1～2022.12

 ガソリン使用量 Ｌ

 軽油使用量 Ｌ

100 (100%)環境負荷の少ない工事 ％

 用水使用量 m3

 産業廃棄物排出量 ｔ

 産業廃棄物再資源化率 ％

 一般廃棄物排出量 kg

 環境美化活動 件

 電力使用量 kWh

 CO₂排出量 kg-CO₂

 売上高当りのCO2排出量原単位  ㎏-CO2/百万円 ―

 CO21トン当りのｴﾈﾙｷﾞｰｺｽﾄ 円/t-CO2 ―

項　　　　　　目 単　位
目標(対基準年)

2022.1～2022.6

 ガソリン使用量 Ｌ

 軽油使用量 Ｌ

 灯油使用量 Ｌ

 用水使用量 m3

 灯油使用量 Ｌ

 電力使用量 kWh

 CO₂排出量 kg-CO₂

 売上高当りのCO2排出量原単位  ㎏-CO2/百万円

 CO21トン当りのｴﾈﾙｷﾞｰｺｽﾄ 円/t-CO2



（３）中長期目標
2017～2021平均 2023年1月～12月 2025年1月～12月

実績(基準年) 目 標(％) 目 標(％)

 ガソリン使用量 14,582 13,975
（削減率） （-6） （-8）
 軽油使用量 84,644 81,117
（削減率） 4 （-8）
 灯油使用量 813 796
（削減率） （-4） （-6）
 電力使用量 17,531 17,165
（削減率） （-4） （-6）
 CO₂排出量 260,350 254,869
（削減率） （-5） （-7）

 売上高あたりのCO2排出量 1,117 1,094
（削減率） （-4） （-6）

 CO21トン当りのｴﾈﾙｷﾞｰｺｽﾄ 44,899 43,963
（削減率） （-4） （-6）
 用水使用量 589 577
（削減率） （-4） （-6）

 産業廃棄物排出量 827 809
（削減率） （-4） （-6）

 産業廃棄物再資源化率

（達成率）

 一般廃棄物排出量 4.6 4.2
（削減率） （-23） （-29）

 環境美化活動 10 10
（実施率） （100.0） （100.0）

環境負荷の少ない工事 100
（達成率） （12件/12件）

100.0
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100.0

kg 6
4.8 4.4

（-20） （-26）

件 10
10 10

（100.0） （100.0）

％ 99 100.0 100.0 100.0

％ 100.0 100.0 100.0

m3 614
596 583

（-3） （-5）

ｔ 861
835 818

（-3） （-5）

 ㎏-CO2/百万円 1,164
1,129 1,106
（-3） （-5）

円/t-CO2 48,208
45,367 44,431
（-3） （-5）

kWh 18,261
17,713 17,348
（-3） （-5）

kg-CO₂ 274,053
263,091 257,610
（-4） （-6）

Ｌ 88,171
83,762 81,999
（-5） （-7）

Ｌ 847
822 805

（-3） （-5）

項　　目 単位
2022年1月～12月 2024年1月～12月

目 標(％) 目 標(％)

Ｌ 15,190
14,431 14,127
（-5） （-7）



6．環境経営計画（2022年度）

責 任 者

燃料使用量削減 現場代理人

現場代理人

現場代理人

現場代理人

横山 正人

横山 正人

横山 正人

現場代理人

電力使用量削減 横山 有理

横山 有理

横山 有理

横山 有理

産業廃棄物 現場代理人

現場代理人

一般廃棄物 横山 有理

現場代理人
横山 有理

現場代理人
横山 有理

用水使用量削減 横山 有理

横山 有理

現場代理人

現場代理人

現場代理人

現場代理人

横山 公人

横山 公人

横山 公人・横山 正人

横山 公人

健全育成活動 横山 公人

横山 公人

横山 公人

横山 公人
県、安芸市、建設協会、法人会
安管協、市民会議、子ども会
学校、保育所、公民館 等

教育訓練 〇緊急時対応訓練 年間1回以上

〇環境経営目標、環境経営計画 安全教育時に周知、確認

○防犯、あいさつ運動

摘　　　要

○消防団活動

○ロードボランティアの実施

○施工の効率化

項　 目 取　組　内　容

〇重機　エコモード設定

　　　　乗り合わせ・積み合わせ

Ｃ
Ｏ
₂
排
出
量
削
減

○不要な照明の消灯及び空調の停止

○OA機器の電源OFF

○空調クリーニングの定期実施

 　　 　 アクセル80％

　　　　アイドリングストップ

〇車両　アイドリングストップ

　　　　始業前点検の実施

　　　　始業前点検の実施

　　　　過積載防止の徹底

○節電ステッカーによる注意喚起

○分別を徹底し、資源ごみの活用

○インターシップの受け入れ

（排水量削減） ○漏水のチェック

環境美化活動

地域貢献･産業振興活動

○地域の環境美化

○リサイクル製品、間伐材の使用

〔取り組み期間：2022年1月1日～2022年12月31日〕

工法の工夫、工期短縮、ICT施工

年間10回以上

環境負荷の少ない工事

清水ヶ丘中学校、井ノ口小学校

廃
棄
物
排
出
量
削
減
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○使用量に応じた資材の購入

○地域見守り活動

○適正処理と適正管理

○現場の粉塵、水質汚濁対策

○環境性能に優れた機械・車両の使用

○節水の啓発

○ペーパーレスの促進

○両面コピーや裏紙の活用



7．環境経営目標の実績（2022年度）

 （１）上半期の実績値

基準年 実 績

2017～2020平均 2022.1～2022.6

 ガソリン使用量 Ｌ 6,808 6,603 (-3%) 6,649 100.7 ％

 軽油使用量 Ｌ 43,622 41,441 (-5%) 68,341 164.9 ％

 灯油使用量 Ｌ 631 612 (-3%) 201 32.8 ％

 電力使用量 kWh 8,779 8,164 (-7%) 12,252 150.1 ％

 CO₂排出量 kg-CO₂ 134,565 127,836 (-5%) 198,716 155.4 ％

 売上高当りのCO2排出量原単位  ㎏-CO2/百万円 ― ―

 CO21トン当りのｴﾈﾙｷﾞｰｺｽﾄ 円/t-CO2 ― ―

 用水使用量 m3 294 285 (-3%) 284 99.6 ％

 産業廃棄物排出量 ｔ 377 365 (-3%) 521.0 142.7 ％

 産業廃棄物再資源化率 ％ 97.4 100.0 (100%) 99.7 99.7 ％

 一般廃棄物排出量 kg 1.8 1.7 (-3%) 1.8 105.9 ％

 環境美化活動 件 5 5 (100%) 6 100.0 ％

100 100.0

（6件/6件） （ 10件/ 10件）

※

※

※

〔取り組み期間：2022.1.1～2022.6.30〕

単位
目標(対基準年)

実績／目標 大幅増減の原因等
2022.1～2022.6

― ―

― ―
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購入電力のCO2排出係数は令和2年1月7日公表の四国電力の調整後排出係数0.528㎏-CO2/kWhを使用。

基準値は、基準年の平均値。

環境負荷の少ない工事とは、低騒音・排ガス対策型重機の使用、型枠・工事看板への

間伐材の使用、濁水防止対策等を実施した工事。

％ 環境負荷の少ない工事 ％ 100 (100%) 100.0



 （２）今期の実績値

基準年 実 績

2017～2020平均 2022.1～2022.12

 ガソリン使用量 Ｌ 15,190 14,431 (-5%) 15,879 110.0 ％

 軽油使用量 Ｌ 88,171 83,762 (-5%) 128,644 153.6 ％

 灯油使用量 Ｌ 847 821 (-3%) 201 24.5 ％

 電力使用量 kWh 18,261 17,713 (-3%) 25,021 141.3 ％

 CO₂排出量 kg-CO₂ 274,053 263,091 (-4%) 382,453 145.4 ％

 売上高当りのCO2排出量原単位  ㎏-CO2/百万円 1,164 1,129 (-3%) 988 87.5 ％

 CO21トン当りのｴﾈﾙｷﾞｰｺｽﾄ 円/t-CO2 48,208 46,761 (-3%) 51,311 109.7 ％

 用水使用量 m3 614 541 (-3%) 576 106.5 ％

 産業廃棄物排出量 ｔ 861 835 (-3%) 965.5 115.6 ％

 産業廃棄物再資源化率 ％ 99 100.0 (100%) 82.2 82.2 ％

 一般廃棄物排出量 kg 6 5 (-20%) 3.6 72.0 ％

 環境美化活動 件 10 10 (100%) 10 100.0 ％

100 100.0

（12件/12件） （ 17件/ 17件）

※

※

※
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最終処分の増加

購入電力のCO2排出係数は令和2年1月7日公表の四国電力の調整後排出係数0.528㎏-CO2/kWhを使用。

基準値は、基準年の平均値。

環境負荷の少ない工事とは、低騒音・排ガス対策型重機の使用、型枠・工事看板への

間伐材の使用、濁水防止対策等を実施した工事。

 環境負荷の少ない工事 ％ 100 (100%) 100.0 ％

〔取り組み期間：2022.1.1～2022.12.31〕

単位
目標(対基準年)

実績／目標 大幅増減の原因等
2022.1～2022.12

河川工事の水替え費用

暖房費の減少

河川工事の水替え費用

電力･軽油･ｶﾞｿﾘﾝ使用量の増
加



評価

○

○

○

△

○

△

○

○

電力使用量
削減

○

○

○

○

産業廃棄物 ○

○

一般廃棄物 ○

○

○

○

○

○

○

○

〇

○

○

○

○

○

○

健全育成活動 ○

○

○

※計画に対する取組結果を検証し 達成：○、ほぼ達成：△、未達成：× で評価する。
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教育訓練 〇緊急時対応訓練 計画通り実施

〇環境経営目標、環境経営計画 計画通り実施

○地域見守り活動 登下校の見守り、子どもや老人の送迎

○防犯、あいさつ運動
自動車による防犯パトロール、毎月20日に街頭あ
いさつ運動(ハッピースマイル運動)に参加した

地域貢献･産業
振興活動

○インターシップの受け入れ
井ノ口小学校（中止）
清水ケ丘中学校（2名受入れ）

○消防団活動 2名加入

環境美化活動

○諸団体の主催する清掃活動に積極
的に参加する

コロナの影響でほとんどが中止
実施のものには参加

○地域の小学校、保育所の環境美化
樹木・刈草の処分、グランド整地などを実施
公民館でも実施

○使用量に応じた資材の購入

○適正処理と適正管理。

○分別を徹底し、資源ごみの活用

○両面コピーや裏紙の活用

○節水の啓発

○漏水のチェック、修繕

○現場の粉塵、水質汚濁対策

廃
棄
物
排
出
量
削
減

用水使用量削減

環境負荷の少な
い工事

（排水量削減）

〇施工の効率化

○ロードボランティアの実施

良好

良好

○リサイクル製品、間伐材の使用

計画通り実施できている

再生資材の利用促進、工事看板など

全重機において100％実施

工法の工夫、工期短縮、ICT施工

粉塵：徐行、散水の実施
水質：河川の濁水対策

○騒音対策型､排ガス対策型機械の使用

○ペーパーレスの促進

良好

ステッカーによる啓発

改善

8．環境経営計画の取組結果とその評価

〔取り組み期間：2022.1.1～2022.12.31〕

良好

Ｃ
Ｏ
₂
排
出
量
削
減

燃料使用量
削減

〇重機　エコモード設定

熱中症予防のため、車での休憩を認めている

灯火類の点検不備あり

レベル表示の遵守（レベル表示拡大化）

良好

○不要な照明の消灯及び空調の停止 良好

業務終了時に総務部が確認

　　　　アイドリングストップ

○空調クリーニングの定期実施

○OA機器の電源OFF

○節電ステッカーによる注意喚起

良好

　　　　始業前点検の実施

〇車両　アイドリングストップ

　　　　始業前点検の実施

良好

項　目 取 組 内 容

良好

 　　 　 アクセル80％ 良好

良好

グリスアップの不備あり

良好

　　　　過積載防止の徹底

　　　　乗り合わせ・積み合わせ

取組結果の評価



9．次年度の取組内容

　（ 1 ）次年度 環境経営目標（2023年度）

【上半期目標】

基準年

2018～2022平均

6,932 6,724 (-3%)

46,735 44,398 (-5%)

551 534 (-3%)

9,335 8,868 (-7%)

142,774 135,635 (-5%)

―

―

284 275 (-3%)

360 365 (-3%)

98 100.0 (100%)

2 2.2 (-3%)

5 5 (100%)

100
（6件/6件）

【単年度目標】

基準年

2018～2022平均

15,152 14,395 (-5%)

101,973 96,874 (-5%)

728 706 (-3%)

20,048 19,446 (-3%)

309,976 297,577 (-4%)

1,076 1,043 (-3%)

47,649 46,219 (-3%)

577 560 (-3%)

966 937 (-3%)

99 100.0 (100%)

5 4 (-20%)

10 10 (100%)

100
（12件/12件）

※

※

※

環境負荷の少ない工事 ％ 100 (100%)

環境負荷の少ない工事とは、低騒音・排ガス対策型重機の使用、型枠・工事看板への間伐材の使用、
濁水防止対策等を実施した工事。

購入電力のCO2排出係数は令和2年1月7日公表の四国電力の調整後排出係数0.528㎏-CO2/kWhを使用。

基準値は、基準年の平均値。
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 一般廃棄物排出量 kg

 環境美化活動 件

 用水使用量 m3

 産業廃棄物排出量 ｔ

 産業廃棄物再資源化率 ％

 CO₂排出量 kg-CO₂

 売上高当りのCO2排出量原単位  ㎏-CO2/百万円

 CO21トン当りのｴﾈﾙｷﾞｰｺｽﾄ 円/t-CO2

 軽油使用量 Ｌ

 灯油使用量 Ｌ

 電力使用量 kWh

項　　　　　　目 単　位
目標(対基準年)

2023.1～2023.12

 ガソリン使用量 Ｌ

 一般廃棄物排出量 kg

 環境美化活動 件

環境負荷の少ない工事 ％ 100 (100%)

 用水使用量 m3

 産業廃棄物排出量 ｔ

 産業廃棄物再資源化率 ％

 CO₂排出量 kg-CO₂

 売上高当りのCO2排出量原単位  ㎏-CO2/百万円

項　　　　　　目 単　位
目標(対基準年)

2023.1～2023.6

 ガソリン使用量 Ｌ

―

 CO21トン当りのｴﾈﾙｷﾞｰｺｽﾄ 円/t-CO2 ―

 軽油使用量 Ｌ

 灯油使用量 Ｌ

 電力使用量 kWh



【中長期目標】
2018～2022平均 2024年1月～12月 2026年1月～12月

実績(基準年) 目 標(％) 目 標(％)

 ガソリン使用量 14,546 13,940
（削減率） （-6） （-8）
 軽油使用量 97,894 93,815
（削減率） 4 （-8）
 灯油使用量 699 684
（削減率） （-4） （-6）
 電力使用量 19,246 18,845
（削減率） （-4） （-6）
 CO₂排出量 294,477 288,278
（削減率） （-5） （-7）

 売上高あたりのCO2排出量 1,033 1,011
（削減率） （-4） （-6）

 CO21トン当りのｴﾈﾙｷﾞｰｺｽﾄ 44,899 43,963
（削減率） （-4） （-6）
 用水使用量 554 542
（削減率） （-4） （-6）

 産業廃棄物排出量 927 908
（削減率） （-4） （-6）

 産業廃棄物再資源化率

（達成率）

 一般廃棄物排出量 4.6 4.2
（削減率） （-23） （-29）

 環境美化活動 10 10
（実施率） （100.0） （100.0）

環境負荷の少ない工事 100
（達成率） （12件/12件）
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％ 100.0 100.0 100.0 100.0

件 10
10 10

（100.0） （100.0）

kg 5
4.8 4.4

（-20） （-26）

％ 99 100.0 100.0 100.0 100.0

ｔ 966
937 918

（-3） （-5）

m3 577
560 548

（-3） （-5）

円/t-CO2 47,649
45,367 44,431
（-3） （-5）

 ㎏-CO2/百万円 1,076
1,044 1,022
（-3） （-5）

kg-CO₂ 309,976
297,577 291,377
（-4） （-6）

kWh 20,048
19,447 19,046
（-3） （-5）

Ｌ 728
706 692

（-3） （-5）

Ｌ 101,973
96,874 94,835
（-5） （-7）

目 標(％)

Ｌ 15,152
14,394 14,091
（-5） （-7）

項　　目 単位
2023年1月～12月 2025年1月～12月

目 標(％)



（ 2 ）次年度 環境経営計画（2023年度）

責 任 者

燃料使用量削減 現場代理人

現場代理人

現場代理人

現場代理人

横山 正人

横山 正人

横山 正人

現場代理人

電力使用量削減 横山 有理

横山 有理

横山 有理

横山 有理

産業廃棄物 現場代理人

現場代理人

一般廃棄物 横山 有理

現場代理人
横山 有理

現場代理人
横山 有理

用水使用量削減 横山 有理

横山 有理

現場代理人

現場代理人

現場代理人

現場代理人

横山 公人

横山 公人

横山 公人・横山 正人

横山 公人

健全育成活動 横山 公人

横山 公人

横山 公人

○消防団活動

地域貢献･産業振興活動 ○インターシップの受け入れ 清水ヶ丘中学校、井ノ口小学校

〇環境経営目標、環境経営計画 安全教育時に周知、確認
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○地域見守り活動

○防犯、あいさつ運動

教育訓練 〇緊急時対応訓練 年間1回以上

○地域の環境美化 横山 公人

環境負荷の少ない工事 ○現場の粉塵、水質汚濁対策

○環境性能に優れた機械・車両の使用

○施工の効率化 工法の工夫、工期短縮、ICT施工

環境美化活動 ○ロードボランティアの実施 年間10回以上

県、安芸市、建設協会、法人会
安管協、市民会議、子ども会
学校、保育所、公民館 等

○リサイクル製品、間伐材の使用

○節水の啓発

（排水量削減） ○漏水のチェック

廃
棄
物
排
出
量
削
減

○使用量に応じた資材の購入

○できるだけ再資源化処理施業者に委託する

○分別を徹底し、資源ごみの活用

○両面コピーや裏紙の活用

○ペーパーレスの促進

○OA機器の電源OFF

○空調クリーニングの定期実施

○節電ステッカーによる注意喚起

 　　 　 アクセル80％

Ｃ
Ｏ
₂
排
出
量
削
減

　　　　アイドリングストップ

　　　　始業前点検の実施

〇車両　アイドリングストップ

　　　　始業前点検の実施

　　　　過積載防止の徹底

　　　　乗り合わせ・積み合わせ

○不要な照明の消灯及び空調の停止

〔取り組み期間：2023年1月1日～2023年12月31日〕

項　 目 取　組　内　容 摘　　　要

〇重機　エコモード設定



10．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

（１）環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果

点検頻度

測定時期

騒音規制法 年１回

期　末

振動規制法 年１回

期　末

年１回

期　末

年１回

期　末

年１回

期　末

年１回

毎年6月末

期限切れ

3か月前

必要時 横山 公人 該当なし 2023. 1. 24

必要時 横山 公人 該当なし 2023. 1. 24

交付時 横山 公人 該当なし 2023. 1. 24

交付時 横山 公人 該当なし 2023. 1. 24

必要時 横山 公人 該当なし 2023. 1. 24

年１回 横山 公人 遵 守

期　末 横山 公人 遵 守

年１回

期　末

年１回

期　末

年１回

期　末

家電リサイクル法 年１回 横山 公人 該当なし

フロン排出抑制法 3ヶ月毎 横山 正人 遵 守

（２）環境関連法規等の違反、訴訟等の有無

横山 公人 遵 守

特定建設作業の実施届出。

事業活動によって生じた廃棄物を自らの
責任において適正に処理する。

事業活動によって生じた廃棄物を自らの
責任において適正に処理する。

再生資源利用計画・促進計画の計画と実
施書の提出。

指定副産物

（作業開始7日前までに市町村長に届出）

特定建設作業の実施届出。

（作業開始7日前までに市町村長に届出）

マニフェストの交付状況報告書の作成及
び都道府県知事（高知県知事）への提
出。

マニフェストの交付、管理。

産業廃棄物の委託契約。

産業廃棄物収集運搬業の都道府県知事の
許可（5年毎に更新）

産業廃棄物処理基準による収集運搬、処
分

浄化槽の保守点検、清掃実施

第14条

第14条

安芸市 廃棄物の処
理及び清掃に関す
る条例

第4条

第3条

第12条

第12条の三

第12条の三
7項

第14条の一
12項

廃棄の処理及び清
掃に関する法律

浄化槽法

第10条

第11条

第14条

リサイクル法・再
生資源利用省令・
指定副産物利用促

進省令

水銀使用製品産業
廃棄物

該当なし横山 公人 2023. 1. 24

水質検査実施

産業廃棄物保管基準

床面積の合計が80㎡以上の解体工事の届
出

工事毎

委託基準

産業廃棄物管理票（マニュフェスト）

建築物以外の工作物の工事（500万円以
上）

遵 守 2023. 1. 24

横山 公人 該当なし

遵 守

遵 守

遵 守

横山 公人 該当なし
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確認日

横山 公人

横山 公人

横山 公人

2023. 1. 24

2023. 1. 24

2023. 1. 24

2023. 1. 24

法　規　名 適用条項 具 体 的 内 容 担当者 遵守状況

2023. 1. 24

横山 有理

　  　ありませんでした。
　　　2018年1月から2022年12月までの過去5年間、環境関連法規等への違反、訴訟及び外部からの苦情は

横山 公人 該当なし

2023. 1. 24

2023. 1. 24

2023. 1. 24

家電4品目について適正管理

第一種億艇製品の点検

2023. 1. 24

遵 守

遵 守

2023. 1. 24

横山 有理

横山 有理

2023. 1. 24



11．代表者による全体評価と見直しの結果

　今期は豪雨災害復旧関連の工事の最終年度で、災害関連の受注が多かった。

　工事では、林道開設工事、河床掘削、仮設道路の設置及び瀬替工、大規模な水替え作業など、大型重

機や大型ダンプ、大型発電機の稼働が増大し軽油の消費量が前年よりさらに増した。

また、農業用水・生活用水を確保するため、電力によるポンプアップも必要となり電力消費も増加した。

この2つがCO₂排出量増加の主な要因である。

完成工事高は前年を大きく上回ったが、それ以上にCO₂排出量が増加したためエネルギーコストを押し上

げる結果となった。

　環境性能に優れた車両・重機の更新も進めており、今期は大型重機の増車を実施した。

　産業廃棄物の排出は、主にコンクリート殻と木くずである。今期も多い状態が続いているが、分別・

処分とも適切に行われている。

　一般ごみの再資源化の推進により廃棄量が昨年度からさらに減った。非常に少ない状態なので現状か

らの大幅な削減は難しいと思われていたが、予想を上回る削減ができた。

　関連法規の遵守状況も問題なく良好な状態である。

　工事においては、今期も河川に関連する案件が多かったことから、漁業・水利関係者との連絡協議、

周辺住民や環境への配慮を常に心掛けている。特に漁業関係者から、河川の濁水対策への要望が多いこ

とから、引き続き濁水対策を万全に行うよう現場への周知を徹底する。

山間部での事業活動も多いので、自然環境にも配慮した施工と火気の取り扱いには細心の注意を払う。

　災害復旧事業終結後も受注目標を達成し環境経営の安定化を図る。

　新型コロナウイルス感染は収束し、社内外とのコミュニケーションがとりやすくなった。相変わらず

品不足や価格高騰などの影響は拡がりを見せており環境経営におけるリスクは上昇の一途であるが、

社員の生活を守るために処遇改善も行っていきたい。

　全般の評価としては、エコアクション21は環境経営システムとして有効に機能していると考える。

環境方針や環境目標、環境活動計画は基本的にはこれまでと同様の方向性を継続し、必要な見直しや

修正を行っていく。来期もさらなる向上を目指し全社を挙げて取り組んでいく。

　実施日： 2023年  4月  1日

‐15‐


